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ⅰ 師範学校→単科の学芸大学          ７大学  
ⅱ 師範学校＋専門学校→総合大学の学芸学部   19 大学  
ⅲ 師範学校＋高等学校→総合大学の教育学部   17 大学  
ⅳ 師範学校＋高等師範学校→総合大学の教育学部 ２大学  


































れる 1966（昭和 41）年度以降を対象としている 11。このように，鳥取大学学芸学部の小学校
教員養成における音楽教育実践を対象とした研究はこれまでになされていない。しいて挙げる














戦前  戦後  
鳥取師範学校  男子部  
        女子部  
鳥取市東町  鳥取大学学芸学部  鳥取市岩倉  
八頭郡国中村  
鳥取青年師範学校  東伯郡上井町  





鳥取大学医学部  米子市西町  




















れた 17。  
 1953（昭和 28）年４月に決定された「学芸学部基準」は，以下の通りである 18。  
 
  一，目的  
  学芸学部は人文科学，社会科学，自然科学の各分野にわたる総合的教授研究に重きを置き，
一定の領域において統一された高い教養を与えることを目的とする。  
  二，組織  
  学芸学部は人文科学，社会科学，自然科学の三系列にわたって組織するものとする。  





  ２，教員を志望する者には専門科目の単位の中その一部を教職課程にあてることができる。 
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  ２，教員を志望する者には専門科目の単位の中その一部を教職課程にあてることができる。 

























和歌山大学学芸学部では「文理課程」が設置されたりしていた 25。  
 
２）鳥取大学学芸学部 
 発足当初の 1949（昭和 24）年度の鳥取大学学芸学部は下記の通り組織される 26。また，学
芸学部がすべての学部に在籍する学生の一般教育を担当した。  
 
  第一種免許状課程（四年制） 甲類（小学校教員養成課程） 50 名  
                乙類（中学校教員養成課程） 30 名  
  第二種免許状課程（二年制） 甲類（小学校教員養成課程）  160 名（1960 年３月閉止）  






























  内容：東，西美術，音楽の鑑賞と理解，美術概論と音楽，美術史  





























 哲学講座  
 国語国文学講座  
 史学講座  
 人文地理学講座  
 外国語学第一講座  
 外国語学第二講座  
 芸術学講座  
社会科学系列  
 社会学経済学講座  
 法律学政治学講座  
自然科学系列  
 化学講座  
 物理学講座  
 数学講座  
 地学講座  















































































































  計  
 
12 20 ６    計  13 27 ８  
38 48 
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表３ 1950（昭和 25）年度 履修の概要 
一般教養及体育  専門教養  80（40）  












 ３科目 12 
（２科目６）  
社会科学  
 ３科目 12 
（２科目６）  
 内日本国憲法  
  ２（２）  
自然科学  
 ３科目 12 
（２科目６）  
外国語  
 ８（４）  
体育  
 ４（２）  
国語 ２（１）  
社会 ２（１）  
数学 ２（１）  
理科 ２（１）  
図工 ２（１）  
家庭 ２（１）  
音楽 ２（１）  
体育 ２（１）  
 
計 16（８）  
国語 ２（２）  
社会 ２（２）  
数学 ２（２）  
理科 ２（２）  
図工 ２（２）  
家庭 ２（２）  
音楽 ２（２）  
体育 ２（２）  
（６科目選択）  
計 16（12）  
教育心理及  
児童心理  ６（６）  
教育原理  ６（６）  
教育実習  ６（４）  















 18（10）  
 
声楽   ４（２）  
器楽   ４（２）  
音楽理論 ４（２）  
音楽史  ２（２）  
※選択  ４（２）  
 計   18（10）  
教育心理  
青年心理  ４（４）  
教育原理  ４（４）  
教科教育法 ６（４）  
教育実習  ４（４）  






 計    20（16）  
注  かっこ内の数字は二年制。  
出典 『学生便覧』鳥取大学学芸学部，1950 年，5，9 頁から作成。  
 
表４は，学芸学部の小学校教員養成における音楽の授業科目を一覧にしたものである。 
 鳥取大学学芸学部の独自の特徴として，1953（昭和 28）年度，1954（昭和 29）年度におい
て「特別教科」が設置されていることである。1953（昭和 28）年度の「学芸学部履修規定」
では「特別教科」について以下のように規定される 42。  
 
  第二条 第一種及び第二種の甲類の課程を履修しようとするものは特別教科として音楽，
図画工作，家庭，保健体育の四教科の中より一教科を選択，履修しなければならな
い。  













も８教科各２単位計 16 単位が必修とされ，全教科が課せられている。1952（昭和 27）年度に
ついても教材研究は必修である。1954（昭和 29）年の「教育職員免許法施行規則」改正後の
1955（昭和 30）年度においても教科に関する専門科目ならびに「教職に関する専門科目」へ




















キュラムに対し批判している 46。また，谷小学校の学級担任 10 名の内６名が音楽の授業が持て
ない状況や卒業式での伴奏者がおらずやむなくカセットテープを使用した苦しい現状について
も報告され，ピアノ実技の必修化を強く要望している 47。  
 
表４ 学芸学部の小学校教員養成における音楽の授業科目 
年度  授業科目  単位  担当  履修規定  免許法  
1949 
（Ｓ24） 






























通１ ３年  
 
通１ ４年  
前１ ３年  
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 音楽通論（特）  
通２ １年  
後２ ３年  
 
 
前１ ３年  
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通２ １年  
 



















通２ １年  







通２ １年  







通２ １年  
前２ ３年  
榊・石田  
小泉  
出典 『昭和 24 年度開講科目』『昭和 25 年度学生手引』『昭和 26 年度履修規定』『昭和 27 年度開講科目
一覧表』『昭和 27 年度学生手引』『昭和 28 年度学生手引単位履修の手引』『昭和 29 年度学生便覧』『昭
和 30 年度学生便覧』『昭和 31 年度学生便覧』『昭和 32 年度学生便覧』『昭和 33 年度学生便覧』『昭
和 34 年度履修規定とその解説』『昭和 35 年度履修規定とその解説』『昭和 36 年度履修規定とその解
説』『昭和 37 年度履修規定とその解説』『昭和 38 年度履修規定とその解説』『昭和 39 年度履修規定






 大塚徳郎・木村茂・岩井昻は，国立大学の学芸大学６，学芸学部 15，教育学部 16，計 37 校
対象に 1958（昭和 33）年度の小学校教員養成カリキュラムに関する調査を行った 48。その調
査結果と鳥取大学の状況を比較することを通して，全国の動向における鳥取大学の位置付けを
明確にしたい。  
 表５は小学校教科に関する科目単位数である。「教育職員免許法施行規則」では６教科 12 単
位以上でよいにもかかわらず，８教科にわたって履修する大学は，全体で 62.2％，学芸大学
66.7％，学芸学部 80％，教育学部 43.8％という結果で，学芸学部での実施率はトップである。
鳥取大学も８教科 16 単位課している。  
 
表５ 小学校教科に関する科目単位数 






14 または 24 
20 
16 または 24 
22 
24 



































































校数合計  37（23） ６（４）  15（12）  16（７）   
     注  （ ）内の数字は８教科にわたって履修する校数を示す。  
出典 大塚徳郎・木村茂・岩井昻「小学校教員養成カリキュラムの概観」  
中島太郎編『教員養成の研究』第一法規出版，1961 年，26 頁から作成。  
 
 表６は小学校教材研究単位数である。「教育職員免許法施行規則」において８教科 16 単位以
上が必修となっているため，全大学で 16 単位以上課せられている。16 単位が最多で，全体で


























校数合計  37 ６  16 15  
     出典 大塚徳郎・木村茂・岩井昻「小学校教員養成カリキュラムの概観」  
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第一法規出版，1961 年，29 頁。  
 
表７ 大学・学部別履修年次による型式 
 最低基準  校
数  
履修年次による型式  




























































小計  15 ２  １  ５  ４  １  ２  
合計  34 ３  １  10 11 ５  ４  
注  データの関係で校数は合計 34 校となっている。  
出典 大塚徳郎・木村茂・岩井昻「小学校教員養成カリキュラムの概観」中島太郎編『教員養成の研究』


































































第一法規出版，1961 年，29 頁。  
 
表７ 大学・学部別履修年次による型式 
 最低基準  校
数  
履修年次による型式  
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